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第１回 千葉県移動性向上プロジェクト委員会 

 

議事次第 

 

                日 時 平成 23 年 12 月 14 日 14:30～17:00 

                場 所 千葉市中央コミュニティセンター８階 海鴎 

 
 
   １ 開会（あいさつ） 
 
   ２ 委員の紹介 
 
   ３ 委員会規約の変更 
 
   ４ 議事 
 
    （１）過年度までの検討と今年度の検討 
 
    （２）移動性阻害箇所の現在の交通状況・対策実施状況 
 
    （３）新たな移動性阻害箇所の選定方針 
 
    （４）今後のスケジュール 
 
   ５ 閉会   
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   ・第 1 回移動性向上プロジェクト委員会 説明資料 
 
 
 
 
 



 

 

 規約変更箇所 

 

千葉県移動性向上プロジェクト委員会 

 

 （構成） 第４条 

変更前 変更後 

千葉工業大学工学部 教授 千葉工業大学工学部 教授 

千葉県警察本部 交通企画課長 千葉県警察本部 交通部交通総務課長

千葉県警察本部 交通規制課長 千葉県警察本部 交通部交通規制課長

千葉県商工会議所連合会 事務局長 千葉県商工会議所連合会 事務局長 

千葉県トラック協会 事務局長 千葉県トラック協会 交付金事業部長

千葉県バス協会 常務理事 千葉県バス協会 専務理事 

千葉日報社 取締役業務局長 千葉日報社 業務局長 

－ 千葉県観光物産協会 専務理事 

千葉県 県土整備部 道路計画課長 千葉県 県土整備部 道路計画課長 

千葉県 県土整備部 道路整備課長 千葉県 県土整備部 道路整備課長 

千葉市 道路部長 千葉市 建設局 道路部長 

－ 千葉市 消防局 警防部長 

首都国道事務所長 首都国道事務所長 

千葉国道事務所長 千葉国道事務所長 

東京湾岸道路調査事務所長 － 

 

 （構成） 第４条 

変更前 変更後 

国土交通省 千葉国道事務所 計画課 国土交通省 千葉国道事務所 計画課

千葉県 県土整備部 道路計画課 千葉県 県土整備部 道路計画課 

千葉市 建設局 道路部 道路計画課 千葉市 建設局 道路部 道路計画課

 



 

 

 

千葉県移動性向上プロジェクト委員会規約（案） 

 

（設置） 

第１条  千葉県内の移動性の向上を検討する委員会（以下「委員会」という）は、国土 

     交通省関東地方整備局千葉国道事務所が設置する。 

 

（目的） 

第２条  委員会は、公正・中立な立場から、協働をモットーとして実施する各種移動性 

     向上方策に対して、道路利用者や国民の意識からずれがないか、「経営としての 

     適切さ」を様々な立場で議論する場と位置づけ、千葉県内の道路行政運営に反 

     映する。 

 

（所掌事項） 

第３条  委員会は、前条の目的を達成するために、以下の事項について実施するものと 

     する。 

  （１）移動性向上に関すること 

  （２）パブリックコメントなどを活用した県民意見の把握に関すること 

  （３）その他必要な事項 

 

（構成） 

第４条  委員会は、有識者、行政委員をもって構成し、委員の構成は別紙の通りとする。 

   ２ 委員の追加・変更は、委員会の承認を要するものとする。 

 

（第三者性） 

第５条  委員は、委員会の目的に照らし、公正・中立な立場から特定の行政機関及び特 

     定の利害関係者等の利害を代表してはならない。 

 

（委員の任期） 

第６条  委員の任期は、活動の始動期とする。尚、任期はプロジェクトの進行状況によ 

     り延期できるものとする。 

 

（委員長） 

第７条  委員会には、委員長を置くものとする。 

   ２ 委員長は、必要に応じて委員以外の関係者の出席を求めることができる。 



 

 

 

（委員会の運営） 

第８条  委員会は、委員長の発議に基いて開催する。 

   ２ 委員長は、委員会に運営にあたり必要な資料等を事務局に求めることができる。 

 

（守秘義務） 

第９条  委員は、個人情報など公開することが望ましくない情報を漏らしてはならない。 

     また、その職を退いた後も同様とする。 

 

（委員会資料の公表） 

第１０条  委員会における資料については、委員会終了後公表するものとする。 

 

（事務局） 

第１１条  事務局は、国土交通省関東地方整備局千葉国道事務所計画課、千葉県県土整備 

      部道路計画課、千葉市建設局道路部道路計画課に置く。 

 

（その他） 

第１２条  この規約に定めるもののほか必要な事項は、その都度審議して定めるものとす 

      る。また、本規約の改正等は、本委員会の審議を経て行うことができるものと 

      する。 

 

 付則 この規約は、平成 17 年 11 月 21 日から施行する。 

 付則 この規約は、平成 19 年 6 月 18 日から施行する。 

 付則 この規約は、平成 23 年 12 月 14 日から施行する。 



 

 

                                                                             別紙  

 

千葉県移動性向上プロジェクト委員会 

 

 

  委員長 赤羽 弘和   千葉工業大学工学部 教授 
 
  委員  林  一雄   千葉県警察本部 交通部交通総務課長 
 
   〃   嶋田 英明   千葉県警察本部 交通部交通規制課長 
 
   〃   中山 雄二   千葉県商工会議所連合会 事務局長 
 
   〃   鶴巻 成男   千葉県トラック協会 交付金事業部長 
 
   〃   花﨑 幸一   千葉県バス協会 専務理事 
 
   〃   鎗田 光明   千葉日報社 業務局長 
 
   〃   岩下 豊久   千葉県観光物産協会 専務理事 
 
   〃   宮内 常吉   千葉県 県土整備部 道路計画課長 
 
   〃   知地 顕男   千葉県 県土整備部 道路整備課長 
 
   〃   山田 雄久   千葉市 建設局 道路部長 
 
   〃   佐藤 寿高   千葉市 消防局 警防部長 
 
   〃   杉﨑 光義   首都国道事務所長 
 
   〃   遠藤 和重   千葉国道事務所長 
 
 
 
  事務局 国土交通省 関東地方整備局 千葉国道事務所 計画課 
 
      千葉県 県土整備部 道路計画課 
 
      千葉市 建設局 道路部 道路計画課 
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５．今後のスケジュール



１．概要

■設立の趣旨

(１)委員会開催の目的

■設立の趣旨

千葉県内において円滑な移動を阻害している要因を様々なデータを用
いて明示すると共に、対策が必要な箇所を県民の意見を反映しながら
選定し、対策を実施することで、成果重視の道路行政を実践する。

本委員会は、総合的な検討を行うために、学識経験者や様々な分野の
方々のご意見を頂きながら実施し 検討の経緯や結果を わかりやす方々のご意見を頂きながら実施し、検討の経緯や結果を、わかりやす
く広く県民に周知する。

■今回の目的■今回の目的

前回委員会を実施した平成19年から約3年が経過し、社会情勢や交通
状況が変化している。

今回は、前回までに選定した移動性阻害箇所について、最新のデータ
等に基づき、現況や対策の実施状況をフォローアップする。
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１．概要

(２)委員会の経緯

千葉県内における移動性阻害箇所について、過去の委員会で29箇所を選定し、
阻害箇所 解消に向けた取り組みを進めて ます阻害箇所の解消に向けた取り組みを進めています。

今後も定期的に経過観察を行い、最新のデータに基づくフォローアップや、新
たな移動性阻害箇所の選定を行い、対策を実施していきます。たな移動性阻害箇所の選定を行い、対策を実施していきます。

渋滞

・渋滞による損失時間が 移
動

（
パ

移
動

移
動
性
阻

渋滞

・渋滞による損失時間が

ア
ン
ケ

移
動
性上位２割の区間から抽出

・渋滞時間分布図により
20ｋｍ/ｈ未満が慢性的
に発生している箇所を抽出

動
性
阻
害
箇
所

Ｈ
17
年
1
月
～

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

見
え
る
化
プ

動
性
阻
害
箇
所

阻
害
箇
所
２
９
箇

対
策
の
検

上位２割の区間から抽出
・混雑多発箇所に選定された

箇所から抽出

走りにくさ

ケ
ー
ト
の
実
施

対
策
の

性
阻
害
箇
所
の

・
見
直
し

移
動
性
阻
害
箇

・
見
直
し

移
動
性
阻
害
箇

走りにくさ

・狭小幅員、線形不良の
視点で、山間部や沿岸部
などの阻害箇所を抽出
自然災害に対する脆弱性

所
２
１
箇
所
を
抽

～
Ｈ
18
年
2
月

メ
ン
ト
の
実
施

ラ
ン
の
公
表

２
１
箇
所
を
選

箇
所
を
選
定
（

検
討
・
実
施

走りにくさ

・走りやすさマップ、離合
困難箇所（車道幅員3.5m
未満）、道路管理者の指摘
箇所から抽出

施

（
Ｈ
19
年
8

の
検
討
・
実
施

の
選
定
（
Ｈ
17
年

し
（
Ｈ
19
年
度

箇
所
の
フ
ォ
ロ
ー

し
（
Ｈ
23
年
度

箇
所
の
フ
ォ
ロ
ー・自然災害に対する脆弱性

の視点で、台風等による
通行止めで代替路線のない
箇所を抽出

抽
出 観光特異日の渋滞

月
）

施選
定

（
２
１
箇
所
含
む

・観光特異日における渋滞
発生度上位箇所、年間平均
の渋滞発生度と差が大きい

8
月
～
9
月
）

年
度
）

度
）

ー
ア
ッ
プ

度
）

ー
ア
ッ
プ

3

む
）

の渋滞発生度と差が大きい
箇所から抽出



２．過年度までの検討と今年度の検討

(１) 移動性阻害箇所（過年度までの選定結果）
▼過年度までの移動性阻害箇所一覧
路線名または地区名No. H19年度エリア 箇所名 阻害要因 H17年度

1
11

柏地区 1 国道16号 柏IC～大島田 渋滞 選定 継続

柏地区 11 国道6号 旭町～北柏入口 渋滞 選定 継続

千葉地区 2 国道16号・126号 下市場～穴川IC 渋滞 選定 区間延長

千葉地区 8 国道51号 桜木町(旧道部) 渋滞 選定 継続

千葉地区 9 国道51号 若松町～坂戸 渋滞 選定 継続

2

9

5

10

3

7

1912

16
18

17

21

葉 国道 号 若松町 坂戸 渋滞 定 継続

千葉地区 13 国道126号 加曽利交差点 渋滞 選定 継続

千葉地区 14 国道126号 宮田交差点 走りにくさ 選定 継続

湾岸地区 3 国道357号 二俣～秋津 渋滞 選定 区間延長

湾岸地区 4 国道357号 登戸4丁目～寒川大橋 渋滞 選定 継続

8
4

6

13
14

湾岸地区 5 国道357号 千葉西署入口～登戸4丁目 渋滞 選定 継続

湾岸地区 6 国道357号 稲荷町3～村田町 渋滞 選定 継続

湾岸地区 7 国道357号 市川市区間(海側のみ) 渋滞 選定 区間短縮

成田地区 10 国道51号 並木～寺台 渋滞 選定 継続

松戸・市川地区 12 国道6号 松戸隧道交差点 渋滞 選定 継続

29

23

松戸 市川地区 12 国道6号 松戸隧道交差点 渋滞 選定 継続

松戸・市川地区 16 東葛・葛南地域 市川松戸線（市川～松戸区間） 渋滞 選定 継続

松戸・市川地区 17 東葛・葛南地域 松戸原木線（市川～松戸区間） 渋滞 選定 継続

松戸・市川地区 18 東葛・葛南地域 高塚新田市川線（市川市区間） 渋滞 選定 継続

松戸・市川地区 19 東葛・葛南地域 市川柏線（市川～松戸区間） 渋滞 選定 継続

房総地区 15 国道127号 富津市湊 館山市北条 走りにくさ 選定 区間短縮

24

20
22

28

27

15

26

25

房総地区 15 国道127号 富津市湊～館山市北条 走りにくさ 選定 区間短縮
房総地区 20 国道128号 実入トンネル付近 走りにくさ 選定 継続
房総地区 22 国道128号 千葉鴨川線、鴨川保田線 観光特異日 － 新規箇所
房総地区 23 国道297号 米沢、牛久 観光特異日 － 新規箇所
房総地区 24 国道128号 御宿～勝浦（勝浦市墨名付近） 観光特異日 － 新規箇所
房総地区 25 国道410号 南房総市大井下～南房総市鯨岡 走りにくさ － 新規箇所
房総地区 26 国道410号 鴨川市八丁堰～鴨川市・南房総市境 走りにくさ － 新規箇所
房総地区 27 国道465号 君津市釜生～大多喜町筒森 走りにくさ － 新規箇所

4

房総地区 27 国道465号 君津市釜生 大多喜町筒森 走りにくさ 新規箇所
房総地区 28 (主）市原天津小湊線 君津市黄和田畑～鴨川市四方木 走りにくさ － 新規箇所
房総地区 29 (一）小櫃佐貫停車場線 富津市作木～富津市鹿野山 走りにくさ － 新規箇所

九十九里地区 21 国道126号 九十九里地域（横芝光IC～旭区間） 観光特異日 選定 区間短縮



２．過年度までの検討と今年度の検討

(２)ＰＤＣＡサイクルについて

移動性阻害箇所について、最新データによるフォローアップを実施しながら、
ＰＤＣＡサイクルを実施していきますＰＤＣＡサイクルを実施していきます。

対策が完了しても解消されなかった箇所については、追加対策について随時検
討を行います。

『新たな箇所の抽出』に関して、箇所抽出のための新たな指標についても随時
検討していきます。

Plan 移動性阻害箇所の選定
２９箇所を選定（Ｈ１９）

Plan 個別箇所の対策検討
例）BP整備 交差点改良

個別箇所に関するPDCA全体に関するPDCA

Do

２９箇所を選定（Ｈ１９）

対策の実施
全体の進捗状況の把握

Do

例）BP整備、交差点改良

個別箇所の対策の実施
（進捗：準備中⇒実施中⇒一部完了⇒完了）

Check 対策の評価
評価方法の検討／パブリックコメントの実施

Check 個別箇所の対策の評価
データの取得／効果の検証

5

Action 新たな「Plan」への反映
新たな箇所の抽出検討／認知度の向上

Action 個別箇所の新たな「Plan」への反映
追加対策の検討／他箇所への反映



２．過年度までの検討と今年度の検討

(３)検討のフロー

委員会での検討事項

■第1回委員会（H23.12.14）

・Ｈ19移動性阻害箇所のフォローアップ
・移動性阻害箇所選定の考え方

Ｈ

①H19移動性阻害箇所のﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ
⇒交通状況の変化の確認
⇒対策の進捗状況確認

委員会での検討事項

■第2回委員会（H24.2月頃予定）

Ｈ
２
３
年
度
検

⇒対策の進捗状況確認

②新たな移動性阻害箇所の選定
⇒選定方針・指標の考え方

・移動性阻害箇所（暫定）の選定
・パブリックコメント実施方法

検
討

⇒選定方針 指標の考え方

③今後の進め方

■H24年度以降～

・パブリックコメント結果
・移動性阻害箇所の確定

その他混雑箇所の分類

Ｈ
２
４
年 ・その他混雑箇所の分類

・移動性阻害箇所の公表
・今後のフォローアップ方針

年
度
以
降

6



２．過年度までの検討と今年度の検討

(４)議論して頂きたい事項（意見交換）

過年度選定された29箇所の移動性阻害箇所の最新データを用いたフォ

論点①

ローアップ結果は、利用者実感にあっているか。

移動性阻害箇所の選定にあたり これまでの視点で良いか

論点②

移動性阻害箇所の選定にあたり、これまでの視点で良いか。
また、新たな視点は必要か。

7



３．移動性阻害箇所の現在の交通状況・対策実施状況

(１) 移動性阻害箇所のフォローアップ
▼移動性阻害箇所 対策事業の進捗状況（H23.3末時点）

検討中 計 済 準備中 実施中 完 査中 価済

路線名
または地区名

箇所名
Check

Action阻害要因 対策事業
Plan Do

エリア No.
検討中 計画済 準備中 実施中 一部完了 完了 調査中 評価済

1 国道16号 柏IC～大島田 渋滞 現道対策（交差点改良、バスベイ設置） 経過観察

千葉柏道路

11 国道6号 旭町～北柏入口 渋滞 現道対策（交差点改良）

2 国道16号・126号 下市場～穴川IC 渋滞 穴川地区 経過観察

新港横戸町線 経過観察

8 国道51号 桜木町(旧道部) 渋滞 貝塚地区

9 国道51号 若松町～坂戸 渋滞 北千葉拡幅 経過観察

または地区名
箇所名

柏地区

千葉地区

阻害要因 対策事業リア .

9 国道51号 若松町 坂戸 渋滞 北千葉拡幅 経過観察

13 国道126号 加曽利交差点 渋滞 現道対策（交差点改良）

14 国道126号 宮田交差点 走りにくさ 現道対策（交差点改良）

3 国道357号 二俣～秋津 渋滞 若松交差点改良 経過観察

谷津船橋IC

東京湾岸道路（千葉県地区）

4 国道357号 登戸4丁目～寒川大橋 渋滞 湾岸千葉地区改良（地下立体）

5 国道357号 千葉西署入口～登戸4丁目 渋滞 湾岸千葉地区改良（交通円滑化）

湾岸地区

6 国道357号 稲荷町3～村田町 渋滞 蘇我地区

7 国道357号 市川市区間(海側のみ) 渋滞 千鳥町・高浜立体 経過観察
成田地区 10 国道51号 並木～寺台 渋滞 成田拡幅 経過観察

12 国道6号 松戸隧道交差点 渋滞 現道対策（交差点改良）

16 東葛・葛南地域 市川松戸線（市川～松戸区間） 渋滞 現道拡幅 経過観察

外環

17 東葛・葛南地域 松戸原木線（市川～松戸区間） 渋滞 現道拡幅 経過観察

外環

松戸・
市川地区

外環

18 東葛・葛南地域 高塚新田市川線（市川市区間） 渋滞 現道拡幅

外環

19 東葛・葛南地域 市川柏線（市川～松戸区間） 渋滞 箕輪青葉台線（バイパス）

外環

15 国道127号 富津市湊～館山市北条 走りにくさ 富津館山道路 経過観察

館山バイパス 経過観察

20 国道128号 実入トンネル付近 走りにくさ 実入バイパス

房総地区

22 国道128号 天津小湊田原線 観光特異日 坂下バイパス

23 国道297号 米沢、牛久 観光特異日 現道対策（交差点改良）

バイパス整備

24 国道128号 御宿～勝浦（勝浦市墨名付近） 観光特異日 墨名IC

25 国道410号 南房総市大井下～南房総市鯨岡 走りにくさ 川谷拡幅 経過観察

26 国道410号 鴨川市八丁堰～鴨川市・南房総市境 走りにくさ 八丁拡幅

27 国道465号 君津市釜生～大多喜町筒森 走りにくさ 釜生バイパス 経過観察

筒森バイパス

8

筒森バイパス

黄和田畑拡幅

28 (主）市原天津小湊線 君津市黄和田畑～鴨川市四方木 走りにくさ 現道拡幅、バイパス

29 (一）小櫃佐貫停車場線 富津市作木～富津市鹿野山 走りにくさ 現道拡幅

21 国道126号 九十九里地域（横芝光IC～旭区間） 観光特異日 銚子連絡道路（一期） 経過観察

銚子連絡道路（二期）

九十九里
地区



３．移動性阻害箇所の現在の交通状況・対策実施状況

(２) 移動性阻害箇所の現在の交通状況

H18年度 順位 H21年度 順位 H18年度 順位 H21年度 順位

移動性
阻害

箇所No

移動性
阻害

箇所No
区間名

損失時間
（千人時/年・km）路線名

損失時間
（千人時/年・km）路線名 区間名

H18年度 順位 H21年度 順位 H18年度 順位 H21年度 順位

1 柏市大青田（大青田跨道橋）～柏市柏（呼塚交差点） 384 13 429 9 15 国道127号 南房総市市部（市部交差点）～安房郡鋸南町保田（保田交差点） 25 238 35 280

1 柏市柏（呼塚交差点）～柏市大島田 207 37 386 11 15 南房総市富浦町多田良～南房総市市部（市部交差点） 16 283 24 330

2 稲毛区長沼原町～稲毛区天台（穴川インター） 427 9 508 4 15 安房郡鋸南町保田（保田交差点）～富津市湊 12 316 9 463

2 花見川区横戸町（市境）～稲毛区長沼原 502 3 490 5 16 市川松戸線 市境～国道6号 196 40 110 127

3 船橋市若松1丁目～西浦1丁目 495 5 519 3 16 国道14号～市境（市川・松戸） 189 47 134 101

箇所 箇所

国道16号・
国道126号

国道16号

3 船橋市若松1丁目～西浦1丁目 495 5 519 3 16 国道14号～市境（市川・松戸） 189 47 134 101

3 千葉市境～船橋市若松1丁目 275 26 300 21 17 松戸原木線 国道464号～（一）船橋行徳線 124 73 267 26

4 国道357号 中央区蘇我町～中央区寒川1丁目 348 15 244 38 17 （主）市川柏線～（主）市川印西線 124 73 196 61

5 国道357号 中央区検見川町2丁目～中央区登戸5丁目 274 27 416 10 17 国道6号～（主）市川柏線 - - 123 110

6 中央区寒川町1丁目～中央区蘇我町1丁目 209 36 294 23 18 高塚新田市川線 （主）市川柏線～国道14号 114 86 80 169

6 中央区村田町～中央区蘇我町 159 56 241 39 19 市川柏線 （一）松戸鎌ヶ谷線～国道6号 112 87 125 108

国道357号

国道357号
6 中央区村田町 中央区蘇我町 159 56 241 39 19 市川柏線 （ ）松戸鎌ヶ谷線 国道6号 112 87 125 108

7 市川市千鳥町～浦安市舞浜 120 77 172 71 19 国道14号～（一）松戸鎌ヶ谷線 75 141 57 219

7 市川市二俣～市川市千鳥町 99 110 236 42 19 国道464号～国道6号 102 102 133 102

8 中央区都町～中央区桜木町 115 82 146 89 20 国道128号 （主）天津小湊夷隅線～境川トンネル出口 24 243 9 471

8 中央区本町1丁目～中央区都町 117 81 111 126 21 国道126号 （主）旭小見川線～国道296号 101 104 91 155

8 中央区貝塚～中央区桜木町 95 112 138 98 21 国道296号～山武郡横芝光町横芝955 35 200 58 216

国道357号

国道51号

中央区貝塚 中央区桜木町 国道 号 山武郡横芝光町横芝

9 国道51号 若葉区桜木町334～四街道市境 138 68 112 124 21 （主）飯岡一宮線～（主）旭小見川線 42 185 65 200

10 国道51号 成田市並木町～成田市寺台（寺台インター） 336 16 221 48 22 国道128号 鴨川BP～天津BP 41 190 89 157

11 柏市新富町1丁目～柏市柏 497 4 564 2 23 国道297号 国道409号～（主）五井本納線 42 186 49 236

11 柏市柏～我孫子市青山 165 54 250 32 23 （一）大多喜一宮線～国道409号 6 380 24 328

12 国道6号 松戸市上矢切～松戸市松戸 210 35 446 6 24 国道128号 興津BP～（一）御宿停車場線 21 254 27 315

国道6号

13 国道126号 若葉区坂月町～中央区本町1丁目 106 96 126 107 25 国道410号 国道128号～（主）鴨川富山線 2 452 3 592

14 国道126号 八街市境～若葉区坂月町 41 188 51 233 26 国道410号 （主）鴨川富山線～（主）鴨川保田線 0 596 11 438

15 富津市鶴岡～富津市佐貫（佐貫交差点） 64 152 42 255 27 国道465号 （主）市原天津小湊線～国道410号 0 595 0 654

15 館山市北条～南房総市富浦町深名 48 175 31 297 28 市原天津小湊線 国道465号～国道128号 2 470 1 632

15 南房総市富浦町深名～南房総市富浦町多田良 48 175 13 412 29 小櫃佐貫停車場線 （主）久溜里鹿野山湊線～国道127号 1 493 2 629

国道127号

凡例：阻害要因 渋滞 ※出典　 H18年度　プローブデータ

走りにくさ H21年度　民間プローブデータ

観光特異日

9

※出典 H18年度 プローブデータ
H21年度 民間プローブデータ



３．移動性阻害箇所の現在の交通状況・対策実施状況

(３) 移動性阻害箇所 状況確認カルテ（案）（事例①.Ｒ357高浜立体）
位置図

■千鳥町～高浜の交通容量を拡大するために、千鳥町立体・高浜立体を整備
■最後に残っていた高浜立体（海側）がＨ20 3に供用

対策内容（Plan）
検討中 計画済 準備中 実施中 一部完了 完了 調査中 評価済

7 国道357号 市川市区間(海側のみ) 渋滞 千鳥町・高浜立体 経過観察

Action
Plan Do Check路線名

または地区名
No. 対策事業箇所名 阻害要因

二俣

【 No.3 】
R357 二俣～秋津

秋津

二俣

【 No.3 】
R357 二俣～秋津

秋津

■最後に残っていた高浜立体（海側）がＨ20.3に供用

【 No.7 】
R357 市川市区間（海側）

①

②

③

④

【 No.7 】
R357 市川市区間（海側）

①

②

③

④

所要時間進捗状況（Do）
①千鳥町（西側） ②千鳥町（東側） ③高浜（西側） ④高浜（東側）

②②

交通状況（Check）

■所要時間が短縮しました（浦安中央公園前→高浜）
■渋滞が解消しました（千葉方面行き）

整備前

H18年度損失時間

至 千葉

至 千葉

8分短縮

渋滞長

①千鳥町（西側） ②千鳥町（東側） ③高浜（西側） ④高浜（東側）

H18年度　損失時間【No.7】

0
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1 51 101 151 201 251 301 351 401 451 501 551 601
センサス区間数

渋
滞

損
失

時
間

（
千

人
時

間
/
ｋ

ｍ
）

移動性阻害箇所

その他区間

上位２割

77位.119.7（千鳥町～舞浜）

110位.99.0（二俣～千鳥町）

交通状況（Check）

H21年度損失時間
国道357号

千鳥町・高浜立体（山側）供用後、残っていた高浜立体（海側）が供用しました。ただし当該箇

今後の対応（Action）

【渋滞要因】
・大型トラック、商用車の多さによる容量超過
【対策済】
・千鳥町出口からの流入車両【対策済】

至 東京至 東京

 

市川市区間

H21年度　損失時間【No.7】
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（
千

人
時

間
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ｍ

）

移動性阻害箇所（改善）

移動性阻害箇所（悪化）

その他区間

上位2割

42位.235.6（二俣～千鳥町）

71位.171.8（千鳥町～舞浜）

千鳥町 高浜立体（山側）供用後、残っていた高浜立体（海側）が供用しました。ただし当該箇
所については、外環（千葉県区間）が供用することにより、大きな交通流動の変化が起こるため、
当面は経過観察を行っていきます。
外環（千葉県区間）の供用後に新たな問題が起こった場合、新たな適切な対策を検討します。

（新しいPDCAサイクルの実施）
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【現状】千鳥町・高浜立体（山側）供用後、残っていた高浜立体（海側）が完成



３．移動性阻害箇所の現在の交通状況・対策実施状況

(３) 移動性阻害箇所 状況確認カルテ（案）（事例②.Ｒ16呼塚交差点改良）

■『呼塚交差点』において、左折車による直進車への阻害を軽減するために、左折専用
レーンを設置

検討中 計画済 準備中 実施中 一部完了 完了 調査中 評価済

1 国道16号 柏IC～大島田 渋滞 現道対策（交差点改良、バスベイ設置） 経過観察

千葉柏道路

Action
Plan Do Check路線名

または地区名
No. 対策事業箇所名 阻害要因

位置図 対策内容（Plan）位置図 対策内容（Plan）位置図 対策内容（Plan）

【 No.11 】
R6 旭町～北柏入口

柏IC

【 No.1 】
R16 柏IC～大島田

【 No.11 】
R6 旭町～北柏入口

柏IC

【 No.1 】
R16 柏IC～大島田

左折車と
直進車が混在

整備後 ゼブラゾーンを活用し
左折レーンを設置

至
：
さ
い
た
ま

至
：
千
葉

←国道１６号→

現 況

レーンを設置

至
：
さ
い
た
ま

至
：
千
葉

←国道１６号→

■バス停車による直進車への阻害を軽減するために、バスベイを設置

整備後整備前

： 左折
： 直進
： 右折

①

②

大島田

北柏入口
旭町

大島田

北柏入口
旭町

①柏ＩＣ出口 ②松ヶ崎 ③呼塚 ④大島田

バスベイの設置により交通混雑を緩和

整備後整備前

バス停車による交通の阻害

進捗状況（Do）

③

④

①柏ＩＣ出口 ②松ヶ崎 ③呼塚 ④大島田

H18年度損失時間

■『呼塚交差点』において、左折レーン設置に
より、 左折車による直進車への阻害が解消

整備後整備前 整備後整備前

■バスベイ設置により、 直進車への阻害
が解消

交通状況（Check）交通状況（Check）交通状況（Check）
H18年度　損失時間【No.1】
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損
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（
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間
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ｍ
）

移動性阻害箇所

その他区間上位２割

13位.383.9（大青田跨道橋～呼塚交差点）

37位.207.0（呼塚交差点～大島田交差点）

H21年度損失時間
国道16号

交差点改良 バスベイの設置は完了した

【渋滞要因】
・工業団地入口付近の路上駐車
・若紫～松ヶ崎の右左折車交通
・柏警察署入口～呼塚の左折交通 【対策済】
・桜台の青時間不足

現道対策

 

バス停車により交通を阻害
呼塚 

若柴 

柏IC～大島田 

呼塚交差点より野田方向を望む

交通状況（Check）

今後の対応（Action）

交通状況（Check）

今後の対応（Action）

交通状況（Check）

今後の対応（Action）

H21年度　損失時間【No.1】
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500

渋
滞
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失

時
間

（
千

人
時

間
/
ｋ

ｍ
）

移動性阻害箇所（改善）

移動性阻害箇所（悪化）

その他区間

上位2割

9位.429.3（大青田跨道橋～呼塚交差点）

11位.386.4（呼塚交差点～大島田交差点）

1 51 101 151 201 251 301 351 401 451 501 551 601
センサス区間数 交差点改良、バスベイの設置は完了した

が、未だに渋滞が発生しているので、引き
続き現道対策を実施します。
また、昨年度社会実験を実施した信号

現示調整などのソフト対策を実施しながら、
経過観察を行います。

信号現示調整（サイクル長／オフセット）
損失時間は増加しており、

依然として著しい渋滞が発生
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0

1 51 101 151 201 251 301 351 401 451 501 551 601 651
センサス区間数

【現状】呼塚交差点改良は完了したが、他の渋滞要因の未解消により、
依然として渋滞が発生



４．新たな移動性阻害箇所の選定方針

前回までの『３指標』に加えて『新たな抽出指標』を追加

(１)移動性阻害箇所選定の考え方

抽出した結果について、パブリックコメントを実施

パブリックコメント結果を踏まえて阻害箇所を選定

渋滞

渋滞によ 損失時間が

渋滞

＜平成19年度＞ ＜平成23年度以降＞

移
動
性
阻
害

・渋滞による損失時間が
上位２割の区間から抽出

・混雑多発箇所に選定された
箇所から抽出

対
策

・
見
直

移
動
性
阻
害

・
見
直

移
動
性
阻
害

・H19と同様の基準

走りにくさ

・H19と同様の基準

移
動
性

パ
ブ
リ
ッ

移
動
性害

箇
所
２
９
箇

走りにくさ

・走りやすさマップ、離合
困難箇所（車道幅員3.5m
未満）、道路管理者の指摘
箇所から抽出

策
の
検
討
・
実
施

直
し
（
Ｈ
19
年

害
箇
所
の
フ
ォ
ロ

直
し
（
Ｈ
23
年

害
箇
所
の
フ
ォ
ロ

観光特異日の渋滞

・H19と同様の基準

性
阻
害
箇
所
の

ッ
ク
コ
メ
ン
ト

性
阻
害
箇
所
の

観光特異日の渋滞

所
を
選
定

箇所から抽出

・観光特異日における渋滞
発生度上位箇所、年間平均

施
年
度
）

ロ
ー
ア
ッ
プ

年
度
）

ロ
ー
ア
ッ
プ

上記の３指標以外の

＋

新たな抽出指標

追加
抽
出

ト
の
実
施

確
定
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の渋滞発生度と差が大きい
箇所から抽出

・上記の３指標以外の
指標・基準



４．新たな移動性阻害箇所の選定方針

▼阻害箇所を選定する判断指標／抽出基準（例）

視点 指標 抽出の基準例（他都道府県含む）
千葉県での基準

（前回）

・絶対的に多い区間（上位●割） ○（上位2割）損失時間

・相対的に多い区間（地域平均の●倍以上） －

・特定期（平日／休日、ピーク時）に多い区間 ○（観光）

・全日/休日での慢性的な速度低下（●km/h未満） ○（20km/h未満）

観光路線における速度低下（休日）

渋
滞

旅行速度

・観光路線における速度低下（休日） －

・特定期（平日／休日、ピーク時）に多い区間 ○

・絶対的に多い区間（上位●割） －

・一定レベル以上発生している区間（●分/日以上） －

VICSの渋
滞時間

走行性

滞

・幅員狭小／線形不良／交通不能区間 ○

・走りやすさマップ ○

・地域を結ぶ国道の未改良区間/線形不良区間 －

・事前通行規制指定箇所 ○

走行性

気象/自
然条件走 事 行規 指 箇所

・全面通行止め実績の有無 －

・堆雪による幅員縮小 －

・台風等による通行止めで代替路線のない箇所 ○

通行規制による影響を受ける交通量上位2割区間

然条件

災害

走
り
に
く
さ

・通行規制による影響を受ける交通量上位2割区間 －

・通行止め発生箇所 －

・道路防災危険箇所 －

・三次医療機関周辺で交通の円滑化が低下している区間 －
その他

そ
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三次医療機関周辺で交通の円滑化が低下している区間

・将来的に移動性の低下が想定される箇所 －

・環境/文化遺産を良好な状態で継承する上で問題のある区間 －

そ
の
他



４．新たな移動性阻害箇所の選定方針

東葛飾地域 印旛地域

(２)千葉県の現状と道路交通における課題

湾岸地域

・湾岸、東葛飾に次いで渋滞が
多く、特に成田空港を中心とし
た物流ネットワークの影響によ
り、貨物車が多い地域

・湾岸地域に次いで渋滞が多く、
交通需要も増加傾向にある地域

湾岸地域

香取・東総地域

・県内の中心地であるため、周辺
からの交通集中により、県内随一
の渋滞が発生している地域

農業生産が千葉県１位であり

かずさ・臨海地域

・臨海地区の工業地帯の影響で貨
物車による渋滞が多い地域

・農業生産が千葉県１位であり、
県内外へ出荷する交通が発生す
る地域

・津波による災害の影響が懸念
される地域

千葉東部地域

南房総地域

物車による渋滞が多い地域

・アクアライン料金割引施策によ
り交通量が増加している地域

・夏季に海水浴客による交通集
中が見られ 特異日に渋滞が発

：湾岸地域
：東葛飾地域
：印旛地域
：香取・東総地域
：千葉東部地域

：湾岸地域
：東葛飾地域
：印旛地域
：香取・東総地域
：千葉東部地域

南房総地域

・平日に比べて、休日交通量が
多い地域であり、観光特性の強
い地域

・津波による災害の影響が懸念

中が見られ、特異日に渋滞が発
生する地域

・医療機関へのアクセス性が他
地域より劣る地域
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：千葉東部地域
：かずさ・臨海地域
：南房総地域

：千葉東部地域
：かずさ・臨海地域
：南房総地域

・津波による災害の影響が懸念
される地域



５．今後のスケジュール

１ 移動性阻害箇所の選定

■次回委員会の議事事項（案）

１．移動性阻害箇所の選定

・阻害箇所（暫定）の選定

２．パブリックコメント

・実施方法

実施内容・実施内容

３．次回委員会に向けて
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